
令和 4年度 広島市郷土資料館 （令和 5年 1月～3月実施）  

ひろしま郷土史講座 
広島市郷土資料館では、郷土の歴史を体系的に学べる連続講座として、「ひろしま郷土史講座」 

を開講します。今年度は広島のモノづくり（食べもの編・その歴史と現在）を食品工業（缶詰）、 

農業、水産業の３点から学びます。講演会（全２回）と、社会見学（１回）を行います。 

主催：（公財）広島市文化財団 広島市郷土資料館 
 

 

 缶詰ラベル(当館蔵)      「広島近郊７大葉物野菜」（広島市農政課提供）  広島牡蠣（©公財 広島市農林水産振興センター）  
 
講座（全 2回）開催場所：広島市郷土資料館 2階講堂 
 
第 1講「広島缶詰業の沿革」 

〈戦前を中心とした広島の缶詰業の歩みと平和記念資料館下の発掘調査での缶詰工場について〉 

令和 5年 1月１４日（土）１３：３０～１５：３０ 

       講師：ヌマジ交通ミュージアム（広島市交通科学館） 主任学芸員 田村 規充 

 

第 2講「広島市の農業～地産地消を進めよう！～」 
〈広島市の農業の現状と「ひろしまそだち」産品にみる今後の農業について〉 
令和 5年２月４日（土）１３：３０～１５：３０  

講師：広島市経済観光局農林水産部農政課 課長補佐 檀上 忠久 
 

社会見学（1回）開催場所：広島市水産振興センター（広島市西区商工センター） 

「広島市の水産業～育てる漁業を中心に～」 

令和 5年３月３日（金）１３：３０～１５：３０  

講師：広島市水産振興センター 職員のみなさん 
 
内容―広島湾の漁業の話と施設見学― 

カキ養殖・育てる漁業の話、種苗生産施設見学、魚と漁業の資料館見学 
 

※内容、講師等は変更する場合があります。 

※参加申込み方法は裏面をご覧ください。 



ひろしま郷土史講座 参加申込み方法 

●講座（2回）・社会見学（1回）それぞれにお申し込みが必要です。 
 

 講座の内容 対象・定員・参加費・申込み方法 

講
座 
 

全
２
回 

 
開催場所：広島市郷土資料館 2階講堂 
時間は 2回とも １３：３０～１５：３０ 
 
第 1講「広島缶詰業の沿革」 
 
令和５年（2023年）１月１４日（土） 
 
第２講「広島市の農業 

～地産地消を進めよう～」 
 
令和５年（2023年）２月 ４日（土）  

 
〇対 象：１８歳以上で２回とも参加できる方 

〇定 員：４０名（申込み多数の場合は抽選） 

〇参加費：無料 

〇申込方法：往復はがき（63 円×2＝126 円）に下の内容を明

記の上、令和４年１２月７日（水）～令和４年

１２月２０日（火）までに、広島市郷土資料館

<〒734-0015広島市南区宇品御幸２丁目６∸２０

>へ <必着> 
 

 
<往復はがき 往信の文面> ①氏名（フリガナ）②年齢 ③住所（郵便番号） ④電話番号 

⑤「ひろしま郷土史講座」受講希望 

<往復はがき 返信の宛名面> ①自分の住所 ②氏名 ③郵便番号  

社
会
見
学 

１
回
（
雨
天
決
行
） 

 
「広島市の漁業 

～育てる漁業を中心に～」 

場所：広島市水産振興センター 

（広島市西区商工センター 8 丁目５－１） 

※現地集合・現地解散 

 

日時：令和５年（2023年）３月３日（金）

１３：３０～１５：３０ 

 
〇対 蔵：１８歳以上の方 
〇定 員：３０名（申込み多数の場合は抽選） 
〇参加費：保険料４０円（集合から解散まで） 

〇申込方法：往復はがき（63 円×2＝126 円）に下の内容を明
記の上、令和５年２月１日（水）～令和５年 
２月１４日（火）までに、広島市郷土資料館
<〒734-0015広島市南区宇品御幸２丁目６∸２０
>へ <必着> 

 
<往復はがき 往信の文面> ①氏名（フリガナ） ②年齢 ③住所（郵便番号） ④電話番号 

⑤「ひろしま郷土史講座 社会見学」参加希望  
 
<往復はがき 返信の宛名面> ①自分の住所 ②氏名 ③郵便番号  

 
※お申し込みは一人につき往復はがき１枚でお願いします。※一人で 2枚以上の申込をされた場合は全部で 1口とし

て扱います。※当選した権利をご家族、友人等へ讓ることはできません。※消えるボールペンは使用しないでくださ

い。プリンターを通すと文字が消えます。※ご記入いただいた個人情報は当講座案内通知のみで使用いたします。※

募集期間前に往復はがきを投函しないでください。※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、講座・見学の

中止・変更がある場合があります。※当講座はいきいきポイント対象講座です。     <表面もご覧ください> 


